
                             

 

大

施

食

会

大

施

食

会

大

施

食

会

大

施

食

会

（（（（

せ

じ

き

え

せ

じ

き

え

せ

じ

き

え

せ

じ

き

え
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おおおお

申申申申

しししし

込込込込

みみみみ

受

付

開

始

受

付

開

始

受

付

開

始

受

付

開

始    

 

今

年

も

例

年

通

り

、

八

月

九

日

に

大

施

食

会

が

厳

修

さ

れ

ま

す

。

今

年

は

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

ィ

ル

ス

感

染

症

対

策

の

為

、

法

要

は

十

時

半

か

ら

の

一

座

と

し

、

参

加

は

二

回

の

ワ

ク

チ

ン

接

種

済

（

見

込

み

可

）

の

方

の

み

と

い

た

し

ま

す

。

参

加

ご

希

望

の

方

は

、

卒

塔

婆

お

申

し

込

み

の

時

に

お

申

し

出

く

だ

さ

い

。 

申

し

込

み

や

卒

塔

婆

の

受

取

り

は

例

年

通

り

で

す

。 

檀

信

徒

の

皆

さ

ま

に

は

、

第

十

三

号

寺

報

（

今

号

）

と

共

に

申

込

用

紙

を

お

届

け

し

て

い

ま

す

。

あ

ら

か

じ

め

ご

記

入

の

上

、

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

（

書

き

方

が

判

ら

な

い

方

は

白

紙

で

お

持

ち

下

さ

い

。

） 

 

遠

方

の

方

は

現

金

書

留

で

も

受

け

付

け

て

い

ま

す

。 

 

お

申

し

込

み

期

間

は

 

七

月

一

日

七

月

一

日

七

月

一

日

七

月

一

日

か

ら

か

ら

か

ら

か

ら

七

月

二

十

五

日

七

月

二

十

五

日

七

月

二

十

五

日

七

月

二

十

五

日

 

ま

で

。 

 

な

お

、

法

要

当

日

の

混

雑

緩

和

の

た

め

、

卒

塔

婆

の

受

取

り

は

八

月

九

日

八

月

九

日

八

月

九

日

八

月

九

日

のののの

午午午午

後後後後

か

ら

か

ら

か

ら

か

ら

に

お

願

い

し

ま

す

。 

卒

塔

婆

の

受

取

り

は

、

九

日

の

午

後

か

ら

お

盆

の

頃

ま

で

に

取

り

に

見

え

て

く

だ

さ

い

。 

  
 

個

別

型

永

代

供

養

墓

個

別

型

永

代

供

養

墓

個

別

型

永

代

供

養

墓

個

別

型

永

代

供

養

墓
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工工工工    

 

鏡

徳

寺

に

は

、

三

界

万

霊

塔

（

合

祀

墓

）

と

観

音

供

養

墓

（

個

別

埋

葬

型

）

の

二

つ

の

永

代

供

養

墓

が

あ

り

ま

す

。

が

、

少

子

化

・

核

家

族

・

家

の

廃

絶

な

ど

社

会

の

変

化

に

伴

い

、

個

人

ま

た

は

個

々

の

お

家

の

墓

苑

を

大

切

に

し

な

が

ら

も

、

継

承

の

心

配

の

な

い

、

有

期

限

の

個

別

墓

所

の

お

問

い

合

わ

せ

が

多

く

寄

せ

ら

れ

て

い

ま

し

た

。

そ

こ

で

、

鏡

徳

寺

境

内

に

新

し

く

個

別

型

の

永

代

供

養

墓

を

建

立

い

た

し

ま

し

た

。 

個

人

・

夫

婦

・

兄

弟

（

４

人

以

内

）

の

方

が

個

人

墓

と

し

て

使

用

す

る

の

を

目

的

と

し

ま

す

。

期

間

を

区

切

っ

て

納

骨

し

、

期

間

を

過

ぎ

ま

す

と

原

則

合

祀

供

養

塔

に

移

し

て

供

養

さ

れ

ま

す

。 

 

詳

細

は

お

寺

ま

で

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

曹洞宗（そうとうしゅう） 
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瑩

山
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師

瑩

山

禅

師

瑩

山

禅

師
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洞

谷

記

洞

谷

記

洞

谷

記

洞

谷

記
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』』』』

上

梓

上

梓

上

梓

上

梓    

 

副

住

職

の

大

野

徹

史

老

師

が

発

起

人

・

事

務

局

長

を

務

め

た

『

洞

谷

記

』

研

究

会

（

と

う

こ

く

き

け

ん

き

ゅ

う

か

い

）

が

、

今

年

四

月

に

『

現

代

語

訳

 

瑩

山

禅

師

『

洞

谷

記

』

』

を

春

秋

社

か

ら

出

版

し

ま

し

た

。 

 

瑩

山

禅

師

（

け

い

ざ

ん

ぜ

ん

じ

）

は

、

曹

洞

宗

の

太

祖

で

、

高

祖

道

元

禅

師

と

と

も

に

な

ら

び

称

さ

れ

る

禅

師

で

す

。

瑩

山

禅

師

は

大

本

山

總

持

寺

の

御

開

山

で

あ

り

、

全

国

に

曹

洞

宗

が

広

が

る

原

動

力

と

な

っ

た

お

方

で

す

。

本

書

は

、

谷

記

研

究

会

か

ら

平

成

二

十

七

年

に

出

版

さ

れ

た

研

究

書

『

諸

本

対

校

 

瑩

山

禅

師

『

洞

谷

記

』

』

に

つ

づ

く

二

冊

目

。

お

求

め

の

方

は

、

全

国

の

書

店

に

て

ご

注

文

く

だ

さ

い

。

（

お

寺

に

も

少

し

在

庫

が

あ

り

ま

す

の

で

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。
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業

中
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報

勧

請

事
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報

勧

請

事

業
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間

報

勧

請

事

業

中

間

報
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昨

年

十

月

に

完

成

し

た

釈

迦

牟

尼

佛

三

尊

像

で

す

が

、

鏡

徳

寺

へ

の

搬

入

前

に

事

前

拝

観

を

企

画

し

て

い

ま

す

。

十

一

月

の

三

日

か

ら

一

週

間

の

予

定

で

す

。

 

 

詳

細

が

決

ま

り

次

第

、

改

め

て

ご

案

内

申

し

上

げ

ま

す

。 

日

立

空

襲

慰

霊

供

日

立

空

襲

慰

霊

供

日

立

空

襲

慰

霊

供

日

立

空

襲

慰

霊

供

養養養養    

六

月

十

日

、

日

立

製

作

所

内

な

ら

び

成

沢

霊

園

に

て

日

立

空

襲

慰

霊

祭

を

厳

修

い

た

し

ま

し

た

。

総

代

の

鈴

木

邦

壽

さ

ん

、

今

橋

武

久

さ

ん

に

ご

参

列

い

た

だ

き

ま

し

た

。

来

年

も

執

り

行

い

ま

す

。

参

加

希

望

は

お

寺

ま

で

お

電

話

く

だ

さ

い

。 
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寺

イ

ベ
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☆☆☆☆

月

例

坐

禅

会

月

例

坐

禅

会

月

例

坐

禅

会

月

例

坐

禅

会    

 

毎

月

第

二

日

曜

日

、

午

後

二

時

よ

り

坐

禅

会

を

開 

催

し

て

い

ま

す

。

お

申

し

込

み

は

不

要

。

檀

信

徒

以

外

の

方

も

可

。

お

気

軽

に

ど

う

ぞ

。 

☆☆☆☆

秋秋秋秋

のののの

落

語

会

落

語

会

落

語

会

落

語

会    

 

本

年

は

中

止

い

た

し

ま

す

。 

☆☆☆☆

テ

レ

ホ

ン

テ

レ

ホ

ン

テ

レ

ホ

ン

テ

レ

ホ

ン

法

話

法

話

法

話

法

話    

    

九

月

七

日

～

十

三

日

の

間

、

副

住

職

が

寄

稿

し

た

法

話

が

、

曹

洞

宗

テ

レ

ホ

ン

法

話

で

聞

け

ま

す

。 
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イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

は

曹

洞

宗

公

式

サ

イ

ト 

曹

洞

禅

ネ

ッ

ト

 
so

to
z
e
n

-n
e
t.o

r.jp
 

鏡

徳

寺

一

問

一

答

 

お

し

え

て

お

寺

さ

ん

！

 

Ｑ

．

命

日

や

回

忌

が

過

ぎ

て

し

ま

い

ま

し

た

が

、

法

要

は

で

き

ま

す

か

？ 

Ａ

．

法

要

は

可

能

で

す

。 

 

 

コ

ロ

ナ

禍

で

多

人

数

で

集

ま

る

の

が

難

し

い

ご

時

世

で

す

。

法

要

を

執

り

行

い

た

く

て

も

躊

躇

う

お

気

持

ち

も

良

く

わ

か

り

ま

す

。

ま

た

、

ど

う

し

て

も

ご

都

合

が

つ

か

ず

時

期

が

過

ぎ

て

し

ま

う

と

い

う

こ

と

も

あ

る

か

と

思

い

ま

す

。 

 

法

要

は

ご

供

養

の

実

践

の

ひ

と

つ

で

す

。

故

人

へ

何

か

し

て

あ

げ

た

い

、

と

い

う

心

を

お

供

物

や

お

坊

さ

ん

の

お

経

な

ど

の

五

感

で

感

じ

ら

れ

る

か

た

ち

に

し

て

お

供

え

し

ま

す

。 

 

せ

っ

か

く

の

「

何

か

し

て

あ

げ

た

い

」

と

い

う

心

が

、

憂

い

や

心

配

ご

と

で

か

え

っ

て

負

担

に

な

っ

て

は

故

人

も

悲

し

ま

れ

る

と

思

い

ま

す

。

鏡

徳

寺

で

は

な

る

べ

く

他

家

と

の

接

触

が

な

い

よ

う

に

法

要

同

士

の

間

隔

を

あ

け

る

な

ど

の

対

応

を

し

て

い

ま

す

が

、

ご

心

配

で

あ

れ

ば

延

期

さ

れ

る

の

も

良

い

と

思

い

ま

す

。

日

付

を

過

ぎ

た

ら

や

っ

て

は

い

け

な

い

と

い

う

こ

と

は

な

い

の

で

、

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

時

に

心

を

こ

め

て

お

勤

め

く

だ

さ

い

。 

定価（本体 5,000 円＋税） 

防空壕跡にて 


